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例 言

1. 本書は、東大阪市教育委員会文化財課が、東大阪市建設局下水道部の委託を受け、平成 20年
12月 ～平成 21年 ■ 月末 日まで実施した公共下水道管きょ築造工事などに伴 う埋蔵文化財調査

の概要報告である。

2. 本書には豊浦谷古墳群 。暗峠越奈良街道・和泉遺跡・山畑古墳群・市尻遺跡・額田山古墳群・

五合田遺跡・善根寺遺跡・芝ヶ丘遺跡・船山遺跡・西ノ辻遺跡・花草山古墳群・岩滝山遺跡・馬

場川遺跡・正法寺山遺跡・中垣内遺跡 。辻子谷遺跡・河内寺跡の概要と、平成 10～ 13年度の調

査成果の概要を収録した。

3, 現場は才原金弘・武田雄志・佐藤由美・奈良拓弥、遺物整理は現場担当者がおこない、報告の

分担は各章の表に記した。

4, 本書に収録した写真は、各担当者が撮影 した。

5. 土色名に数字が入つているものは、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色
彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に準じている。

6. 土層断面柱状図の深さは現場地表面が Omである。

7. 調査の実施にあたつては、東大阪市上下水道局下水道部のご協力のもと、施工業者ならびに近
隣市民の方々のご協力を賜つた。これらの方々に記して感謝いたします。
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第 1章 平成 21年度の下水道関係調査について
下水道管埋設工事に伴 う発掘調査を平成 11年度より東大阪市教育委員会が実施 しており、11年が

経過した。下水道工事はほとんどが東地区を中心におこなわれた。

今年度の調査件数及び調査内容の概略は下記の調査一覧表に記 した。調査にあたり下水道部と文化

財課で協議 したが、今年も工事は道幅の狭い旧集落内や道路の迂回路が確保できない場所が多く立会

調査が中心になつた。また、交通量の問題や地域住民との協議から夜間工事になり、調査を断念 した

遺跡もある。

今年度は工事区間の短いものが多く、調査成果にも反映されていた。そのため、ほとんどの工区で

遺構、遺物を確認することができなかつた。

今回の収録した調査は平成 20年 12月 1日 より平成 21年 11月 30日 までに終了したものを対象とし、

それ以後のものは次年度に報告することにした。

平成 21年度下水道工事に伴 う埋蔵文化財の調査一覧表

平成 21年 11)弓 30 日

届 出番 号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調 査 調査期間 調査結果 。所見

1 17-226 下事 84

豊浦谷

古墳群、

暗峠越

奈良街道

平成 16年度公共下水道
第 50工区管きょ集造工事

東豊浦町
843-1175

立会

201126

201225
第 2章で報告。

19-373 可゙事 785 範酬
平成 19年度公共下水道
管きょ築造工事

(上石切町 1丁地区)

上石切町

lT目 1219-1
-1222

立会 平成 19年 10月 17日 受付

3 19-441 下事 947 和泉遺跡
平成 18年度公共下水道
第 5工区管きょ築造工事

中石切 町

5T「 目2458
立会

191212

201215
第 3章で報告。

20-239 下事 810
山畑

古墳群

平成 20年度公共下水道
管きよ築造工事 (5-3)

上 四条 町

413‐6-
415‐ 10

立会

201128

201226
第4章で報告。

5 20--290 下事 290 鬼塚遺跡
平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (1-4)

立花町 153‐ 3

～296-3
慎重 工事実施。

6 20-240 Tf=824 市尻遺跡
平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (4-2)

瓢箪山町
269‐ 2、

四条町
6022・ 4

立会

21518

21529
第 5章で報告。

7 20-241 1〒事 839
額田山

古墳群

平成 20年度公共下水道
第 101工 区管きょ築造工事

山手町

1955‐ 14他
立会

21116

21120
第 6章で報告。

20-289 下事 895
王合田

遺跡

平成 20年度公共下水道
第102工 区管きょ築造工事

末広町
820-26イ也

立会

201216

21331
第 7章で報告。

20-304 下事 967
善根寺

遺跡

平成 20年度公共下水道
第 6工区管きょ築造工事

善根寺町

1 丁目 774‐ 1
立会

201216

201226
第 8章で報告。

20-305 T事 968 芝ヶ丘
勘

平成 20年度公共下水道
管きよ築造工事 (4-5)

北石切 町

2214‐ 1他
立会

2161

21615
第 9章で報告。

20-318 下事 1004
鬼虎川

遺跡

平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-3)

弥生町
1363‐ 12イ也

慎 重 工事実施。

20-352 可゙事 1095 船山遺跡
平成 20年度公共下水道
第 105工区管きょ築造工事

六万寺町

3T目 1090‐ 7、
1091‐ 5、 ‐6、

1092-7

立会

21116

21130
第 10章で報告。



届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調 査 調査期間 調査結果・所見

20-353 下事 1096
西ノ辻

遺跡

平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (5-4)

南荘町
358-2、 358-9

△
Ａ
工立 20930 第■章で報告。

20-381 下事 14
花草山

古墳群

平成 20年度公共下水道
第 106工区管きょ築造工事

上六万寺町1847、

上四条町1225‐ 1
立 会

21910

211118
第 12章で報告。

20-382 下事 16
山畑

古墳群

平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-7)

上四条町

381‐ 1-
381‐ 4、

2016‐ 1

立会

21413

21421
第 13章で報告。

20--414 下事 51

花草山

古墳群、

岩滝山

遺跡

平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-8)

上六万寺町

1778‐ 52
立会

21515

21525
第 14章で報告。

20--415 下事 57
馬場)||

遺跡

平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (1-5)

横 小路 町

2T目 1177‐ 4、
l177‐ 11、

1178-2

立 会

212 18

21228
第 15章で報告。

20--423 下事 34
正法寺山

遺跡

平成 20年度公共下水道
第 107工区管きょ築造工事

日下町 1丁目
1596‐ 40

立会

2147

21513
第 16章で報告。

20--435 下事 ■1
中垣内

遺跡

平成 20年度公共下水道
第 108工区管きょ築造工事

善根 寺町

4丁目2871～
288‐ 3

立会

2141

21427
第 17章で報告。

21-15 T事 223
鬼虎川

遺跡

平成 21年度公共下水道
第 201工区管きょ集造工事

宝町

1510‐ 12、

1513-ll
虞重 工事実施。

21-141 ■〒事 536
辻子谷

遺跡
平成 21年度公共下水道
第 101工 区管きょ築造工事

中石切 町

2二
「
目210‐9-
210‐ 12

立会

21722

21827
第 18章で報告。

21--152 下事 544
岩滝山

遺跡
平成 20年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-2)

六万寺町

lT目 898‐ 1-
901‐ 14

立会

2177

21721
第 19章で報告。

21--202 lf事 689 河 内寺跡
平成 21年度公共下水道
管きょ集造工事 (3-1)

客坊町 720‐2
-723‐ 28

立会

211030

211124
第 20章で報告。

21--220 下事 730
客坊山

遺跡群

平成 21年度公共下水道
管きょ築造工事 (4-1)

客坊町
1070‐ 13

慎重 工事実施。

21--234 下f事 769
辻子谷

遺跡

平成 20年度公共下水道
第 7工区管きょ築造工事

中石切 町

1可
~目
629‐ 6

発掘 平成 21年 10月 1日 受付

21--273 可ご事 837
芝ヶ丘

遺跡

平成 21年度公共下水道
管きょ築造工事 (7-1)

中石切 町

4丁目 213■～

2141

立会 平成 21年 11月 5日 受付

21--283 T事 878 鬼塚遺跡
平成 21年度公共下水道
管きょ築造工事 (3-2)

新町 4051、
‐
5、
‐
6、437‐ 2、

438‐ 1

立会 平成 21年 11月 12日 受付

21--284 下毒素881
山
群
草
墳
花

古
平成 21年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-2)

上 四条 町

1260‐ 1、‐2、‐6、
-10

立会
211130 調査中。

21--285 Tr事 285 縄手遺跡
平成 21年度公共下水道
管きょ築造工事 (6-3)

南四条町
781‐ 1

立会 平成 21年 ■ 月 12日 受付
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とようらだに くらがりとうげごえなら

第 2章 豊浦谷古墳群・暗峠越奈良街道の調査

名 称 内 容

1 事  業  名 平成 16年度公共下水道第 50工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市東豊浦町 843～ 1175

3 調 査 面 積 373だ

4 調 査 期 間 平成 20年 11月 26日 ～ 12月 25日 (廷べ 18日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は近鉄奈良

線枚岡駅の北である。当地′点は豊浦谷古墳群・暗峠越奈良街道内に位置

し、下水道部と協議した結果、立会調査をおこなうことになつた。工事

範囲は幅約 0.8～09mで長さ439mの間であり、開削工法である。
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調査地点位置図 (1/2500)



A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要

A-8地 区の層序

第 1層 盛土。
A-23地区の層序

第 1層 盛土。
2.ま とめ

立会調査を実施 したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A-3地区土層断面

A-23地区土層断面



いず み

第 3章 和泉遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 暑 平成 18年度公共下水道第 5工区管きょ築造工事

９

０ 調 査 地 点 東大阪市中石切町 5丁 目2458

3 調 査 面 積 23ピ

4 調 査 期 間 平成 19年 12月 12日 ～20年 12月 15日 (延べ 94日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は中石切公

園の東である。当地点は和泉遺跡内に位置 し、下水道部と協議した結果、

立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 08～ 09mで長さ18

mの間であり、開削と一部、推進工法である。

キツコリー

2

ρ

石 橋 特 殊 線 工 業

石 切 市 民 連 動 場

調査地点位置図 (1/2500)



Al地区

土層断面図

1.調査の概要

A-1地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 緑黒色 (5G2/1)シル ト。

第 3層 暗緑灰色 (5G4/1)砂混じり壮質
ラ/ル ト。

第 4層 灰黄褐色 (10YR4/2)粘 質シル ト。
2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

A-1地区調査状況

顧
韓
譲

A-1地区土層断面



やまはた

第 4章 山畑古墳群の調査

名 称 内 る

1 事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (5-3)

９
″ 調 査 地 点 東大阪市上四条町 413-6～415-10

3 調 査 面 積 37ピ

4 調 査 期 間 平成 20年 11月 28日 ～12月 26日 (延べ ■ 日)

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は上四条小

学校の西である。当地点は山畑古墳群内に位置 し、下水道部と協議 し

た結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 08～09m
で長さ44mの 間であり、開削工法である。
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調査地点位置図 (1/2500)



A地区調査地遠景

上層断面図

1.調査の概要

A-1地 区の層序

第 1層 盛土。
A-4地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 暗緑灰色 (5G3/1)中 ～細粒砂混
じリシル ト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A-1地区土層断面

A-4地区上層断面



第 5章
し じり

市尻遺跡の調査

名 称 内 容

1 事  業  名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (4-2)

2 調 査 地 点 東大阪市瓢箪山町 269-2、 四条町 602-2・ 4

3 調 査 面 積 6だ

4 調 査 期 間 平成 21年 5月 18日 ～ 5月 29日 碩いべ4日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は近鉄奈良

線瓢箪山駅の南である。当地点は市尻遺跡内に位置し、下水道部と協議

した結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 1,lmで

長さ5mの 間であり、開削工法である。

理轟
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調査地点位置図 (1/2500)
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Al地区

土層断面図

―-05m

1.調査の概要
A-1地 区の層序

第 1層 盛土。
2.ま とめ

立会調査を実施 したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

箋 ⅢⅢ
鷲

A地区調査地遠景

餞 ゞi―
鯵 隷 導
簿

A― ¬地区土層断面

A-1地区土層断面



ぬかたゃま

第 6章 額田山古墳群の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 20年度公共下水道第 101工区管きょ築造工事

９

々 調 査 地 点 東大阪市山手町 1955-14他

3 調 査 面 積 61ピ

4 調 査 期 間 平成 21年 1月 16日 ～ 1月 20日 (延べ 9日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は額田山池

の東である。当地点は額田山古墳群内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 1.Omで長さ61

mの 間であり、開削工法である。

在

蕨

一偽

調査地点位置図 (1/2500)
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A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要
A-1地 区層序

第 1層 盛土。
A-8地 区の層序

第 1層 盛土。
2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-1地区土層断面

A-8地区土層断面

13



第

ご ごうでん

章 五合田遺跡の調査

名 称 内 容

1 事  業  名 平成 20年度公共下水道第 102工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市末広町 820-26他

3 調 査 面 積 31ピ

4 調 査 期 間 平成 20年 12月 16日 ～21年 3月 31日 (延べ 62日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は縄手小学

校の西である。当地点は五合田遺跡内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～0,9mで長

さ 35mの 間であり、開削と一部、推進工法である。

調査地点位置図(1/2500)

14



Al地区 A7地区

A地区調査地遠景

上層断面図

1.調査の概要
A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
A-7地 区の層序
第 1層 盛土。
第 2層 灰色 (10Y4/1)中粒砂混じリシル

ト。

第 3層 灰色 (N4/0)中粒砂混じり粘質シ
ル ト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-1地区土層断面

A―フ地区土層断面

15



ぜ ん ごん じ

第 8章 善根寺遺跡の調査

名 称 内 容

1 事  業  名 平成 20年度公共下水道第 6工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市善根寺町 1丁 目774-1

3 調 査 面 積 50ピ

4 調 査 期 間 平成 20年 12月 16日 ～ 12月 26日 (延べ 7日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は孔舎衡中

学校の北である。当地点は善根寺遺跡内に位置し、下水道部と協議 した

結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 1lmで長さ

45mの間であり、開削工法である。

●|、 1(沙
＼  |｀ 卜＼

調査地点位置図 (1/2500)

1,。彗 積 寺 反 GB池
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A‐1地区 A5地 区

l

2

土層断面図

1.調査の概要

A-1地 区層序

第 1層 盛土。
A-5地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 オリーブ黄色 (5Y6/3)中 ～細粒砂。

第 3層 暗緑灰色 (10GY4/1)粗粒砂。

第 4層 暗緑灰色 (10GY4/1)粗～中粒砂。

第 5層 オリーブ黒色 (10Y3/1)粗粒砂。

第 6層 オリーブ黒色 (5Y3/1)シル ト。
2。 まとめ

立会調査を実施 したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

A-1地区土層断面

A-5地区土層断面

17



しば が お か

第 9章 芝ヶ丘遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (4-5)

2 調 査 地 点 東大阪市北石切町 2214-1～ 2214-5

3 調 査 面 積 50∬

4 調 査 期 間 平成 21年 6月 1日 ～ 6月 15日 (延べ 10日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地′点で工事が実施されることになつた。工事予定地は石切中学

校の南東である。当地点は芝ヶ丘遺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.9mで長さ

53mの間であり、開削工法である。

や

ま

ば

こ

墓ご とざ洋墨 A地区 とと
Ψ

'

程|

I

|

A-2地区 洞心池

1鮮

調査地点位置図 (1/2500)
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A2地区 A5地区

2

3

4

5

土層断面図

1.調査の概要

A-2地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 オリーブ黒色 (5Y3/1)糸田粒砂混
じり粘質シル ト。

A-5地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 オリーブ黒色 (5Y3/1)細粒砂混
じり粘質シル ト。

第 3層 明赤褐色 (5YR5/8)中 ～細粒砂混
じり粘質シル ト。

第 4層 褐灰色 (7.5YR4/1)糸田礫混じり砂

質シル ト。

第 5層 灰褐色 (7.5YR5/2)細礫混じり砂

質シル ト。

2。 まとめ

立会調査を実施 したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

A-2地区土層断面

A-5地区土層断面
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ふなやま

第 10章 船山遺跡の調査

名 称 内 容

事 業 名 平成 20年度公共下水道第 105工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市六万寺町 3丁 目1090-7、 1090-5・ 6、 1092-7

3 調 査 面 積 74だ

4 調 査 期 間 平成 21年 1月 16日 ～ 1月 30日 (延べ 7日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は縄手中学

校の南である。当地点は船山遺跡内に位置 し、下水道部と協議した結果、

立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～0,9mで長さ90

mの間であり、開削工法である。

]

子
千

調査地点位置図 (1/2500)
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A‐ 1地区 A-10地区

l

2

3

4

5

―-lm

土層断面図

1.調査の概要

A-1地 区の層序

第 1層 盛上。
第 2層 オリーブ褐色(8.5Y4/3)中～細

粒砂混じリシル ト。

第 3層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)中～細

粒砂混じリシル ト。

A-10地区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 黒色 (5Y2/1)中 ～細粒砂混じり
シル ト。

第 3層 暗緑灰色 (5G3/1)中～細粒砂混
じリシアレト。

第 4層 灰色 (N4/0)細粒砂混じり粘土。

第 5層 暗灰色 (N3/0)中～細粒砂混じり

粘土。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

A-1地区土層断面

A-10地区土層断面

21



に し の つ じ

第 11章 西ノ辻遺跡の調査

名 称 内 容

1 事  業  名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (5-4)

９

９ 調 査 地 点 東大阪市南荘町 358-2、 358-9

3 調 査 面 積 6ポ

4 調 査 期 間 平成 20年 9月 30日  (テ廷rミ 1日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は枚岡西小

学校の北東である。当地点は西ノ辻遺跡内に位置し、下水道部と協議し

た結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.6～ 09m
で長さ 10mの間であり、開削工法である。

碑雌

線
|:(三三::::こここ:|

調査地点位置図 (1/2500)
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土層断面図

1.調査の概要

A地区の層序

第 1層 盛土。
2.ま とめ

立会調査を実施 したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

譲 4

A地区調査地遠景

A-1地区土層断面
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はなくさやま

第 12章 花草山古墳群の調査

名 称 内 容

1 事  業  妬 平成 20年度公共下水道第 106工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市上六万寺町 1847、 上四条町 1255-1

3 調 査 面 積 220ポ

4 調 査 期 間 平成 21年 9月 10日 ～11月 18日 (延べ 33日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は上四条小

学校の南である。当地点は花草山古墳群内に位置し、下水道部と協議 し

た結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～ 0.9m

で長さ256mの間であり、開削工法である。

O
8-13地区

A-3地区

爛
牌
卜
鞠

磐
報
黙
荊
――
島

調査地点位置図 (1/2500)
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A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要

A-3地 区の層序

第 1層 盛土。
B-13地区の層序

第 1層 盛土。
2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-3地区土層断面

B-13地区土層断面

25



やまはた

!ザー   ト

了  ―   |

4・1:

第 13章 山畑古墳群の調査

調査地点位置図 (1/2500)

一殉
Ｗ
＝
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1注イli
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名 称 内 容

1 事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (6-7)

2 調 査 地 点 東大阪市上四条町 381-1～ 381-4、 2016-1

3 調 査 面 積 33だ

4 調 査 期 間 平成 21年 4月 13日 ～4月 21日 (延べ 6日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は上四条小

学校の北西である。芸地点は山畑古墳群内に位置し、下水道部 と協議し

た結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～ 0,9m

で長さ38mの 間であり、開削工法である。

26



Al地区 A4地区

A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要

A-1地 区の層序
第 1層 盛土。
第 2層 黒褐色 (10YR3/2)中～細粒砂混
じリシル ト。

A-4地 区の層序
第 1層 盛土。
第 2層 黒褐色 (2.5YR3/1)中～細粒砂混
じリシアレト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A-1地区土層断面

A-4地区上層断面

27



第 14章
はなくさやま

花草山古墳群
いわたきやま

・岩滝山遺跡の調査

名 称 内 容

事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (6-8)

９
申 調 査 地 点 東大阪市上六万寺町 1778-52

3 調 査 面 積 23だ

4 調 査 期 間 平成 21年 5月 15日 ～ 5月 25日 (延べ 6日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は往生院の

北西である。当地′点は花草山古墳群・岩滝山遺跡内に位置し、下水道部

と協議した結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 08

～0.9mで長さ 28mの 間であり、開削工法である。

1叱Jli

`ヽ
1日

澤 十 ~て

承ヽ
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,T,掛
鬱
4ビここ

調査地点位置図 (1/2500)
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A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要

A-1地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 橙色 (7.5YR6/8)中 ～細粒砂混じ

り砂質シル ト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-1地区調査状況

A-1地区上層断面
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第 15章
ば ば がわ

馬場)|1遺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (1-5)

の
る 調 査 地 点 東大阪市横小路町 2丁 目1177-4、 ■77-■、1178-2

3 調 査 面 積 30r

4 調 査 期 間 平成 21年 2月 18日 ～ 2月 28日 (延べ 3日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は横小路今

池の北西である。当地点は馬場サll遺跡内に位置 し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～0,9mで

長さ 35mの間であり、開削工法である。

・うi3

工  検
/J＼

P各

町

丁

題
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学オギ中ヽ・′　　　紳・

調査地点位置図 (1/2500)



土層断面図

1.調査の概要

A-3地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 灰黄褐色 (10YR4/2)糸田粒砂混じ

リシ/アレト。

2.ま とめ

立会調査を実施 したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A地区調査地遠景

A-3地区調査状況

A-3地区土層断面
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しょうほうじや ま

正 法寺山遺跡の調査第 16章

名 称 内 容

事  業  名 平成 20年度公共下水道第 107工区管きょ築造工事

９
申 調 査 地 点 東大阪市 日下町 1丁 目1596-40

3 調 査 面 積 70だ

4 調 査 期 間 平成 21年 4月 7日 ～ 5月 13日 (延べ 16日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は日下新池

の西である。当地点は正法寺山遺跡内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 08～0,9mで長

さ 82mの 間であり、開削工法である。

白
・

魔
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調査地点位置図 (1/2500)



A2地区 A-10地区

A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要
A-2地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 黄橙色 (10YR7/8細 粒砂混じり

粘上。

A-10地区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 明黄褐色 (10YR6/8)中 ～細粒砂
混じり粘質シル ト。

2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-2地区上層断面

A-10地区土層断面
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なか が い と
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日

第 17章 中垣内遺跡の調査

IA地区

名 称 内 容

事  業  名 平成 20年度公共下水道第 108工区管きょ築造工事

９

々 調 査 地 点 東大阪市善根寺町 4丁 目287-1～ 288-3

3 調 査 面 積 67ポ

4 調 査 期 間 平成 12年 4月 1日 ～ 4月 27日 (延べ 17日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は関西電力

東大阪変電所の南である。当地′点は中垣内遺跡内に位置し、下水道部と

協議した結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8

～0,9mで長さ 78mの 間であり、開削工法である。

象 EBマ 本 ― ビ ン

圧戸 ⑧

調査地点位置図 (1/2500)

/……イ~r■ぞ!ィーーーー…_奉雷要ミー常茸輩Ⅲ…



A3地区 A6地区

A地区調査地遠景

土層断面図

1.調査の概要

A-3地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)糸田粒砂
混じリシル ト。

第 3層 灰色 (N4/)中～細粒砂混じリシ
ル ト。

A-6地 区の層序
第 1層 盛土。
第 2層 青黒色 (5BG2/1)中 ～細粒砂混じ

リシ/ル ト。

第 3層 暗青灰色 (5B4/1)粗～中粒砂混
じリシル ト。

2.ま とめ

立会調査を実施 したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A-3地区土層断面

A-6地区土層断面
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第 18章
ず し だに

辻子谷遺跡の調査

名 称 内 容

1 事  業  妬 平成 21年度公共下水道第 101工区管きょ築造工事

2 調 査 地 点 東大阪市中石切町 2丁 目210-9～ 210-12

3 調 査 面 積 77ポ

4 調 査 期 間 平成 21年 7月 22日 ～ 8月 27日 (延べ 20日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は石切幼稚

園の西である。当地点は辻子谷遺跡内に位置し、下水道部と協議した結

果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～ 0,9mで長

さ89mの間であり、開削工法である。

光甘 Ｊ

〉

調査地点位置図 (1/2500)



A2地区 A9地区

学
1ユな咎

土層断面図

1.調査の概要

A-2地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 灰色 (N5/0)粘質シル ト。

第 3層 にぶい黄褐色 (10YR5/3)礫混 じ

り砂質シル ト。

第 4層 オリーブ黒色 (7.5Y3/1)粘 質シ

ル ト。

A-9地 区の層序

第 1層 盛土。
第 2層 黒褐色 (2.5Y3/1)中 ～細粒砂混
じり粘質シル ト。

第 3層 暗緑灰色 (5G3/1)大礫～細粒砂

混じり粘質シル ト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-2地

' 
「 本■

A-9地区土層断面
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いわたきやま

第 19章 岩滝山遺跡の調査

名 称 内 容

事 業 名 平成 20年度公共下水道管きょ築造工事 (6-2)

９
〕 調 査 地 点 東大阪市六万寺町 1丁 目898-1～901-14

3 調 査 面 積 31ポ

4 調 査 期 間 平成 21年 7月 7日 -7月 21日 (延ムミlo日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は往生院の

北西である。当地′点は岩滝山遺跡内に位置し、下水道部と協議した結果、

立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 08～ 09mで長さ 36

mの間であり、開削工法である。

|ヽ 三本松と墳

攀

調査地点位置図 (1/2500)



A地区調査地遠景
土層断面図

1.調査の概要

A-2地 区の層序

第 1層 盛上。
2.ま とめ

立会調査を実施したが、遺構・遺物は検

出できなかつた。

A-2地区土層断面
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第 20章
か わ ちで ら

河内寺跡の調査

名 称 内 容

1 事 業 名 平成 21年度公共下水道管きょ築造工事 (3-1)

2 調 査 地 点 東大阪市客坊町 720-2～ 723-28

3 調 査 面 積 34ポ

4 調 査 期 間 平成 21年 10月 30日 ～11月 24日 (延べ 14日 )

5 報 告 担 当 才原

6 調 査 の 経 過

上記の地点で工事が実施されることになつた。工事予定地は縄手北中

学校の南東である。当地ザ点は河内寺跡内に位置し、下水道部と協議した

結果、立会調査をおこなうことになつた。工事範囲は幅約 0.8～0,9mで

長さ41mの 間であり、開削工法である。

河 内 中 池

客 坊 町

河 内 中 池

調査地点位置図 (1/2500)

,電

コート「 ア

爾

爛

凰鍋
40
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A地区調査地遠景土層断面図

1.調査の概要

A-2地 区の層序
第 1層 盛土。
第 2層 灰色 (N4/0)大操～細粒砂混じり

粘質シル ト。

2。 まとめ

立会調査を実施したが、遺構 。遺物は検

出できなかつた。

A-2地区調査状況

A-2地区土層断面
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第 21章 下水道工事に伴う調査成果(平成 10～ 13年度)

1)平成 10年度の調査成果
鬼虎川遺跡第 45次発掘調査

鬼虎川遺跡は東大阪市弥生町・西石切町・宝町 。新町一帯に広がる旧石器時代～江戸時代の遺跡で

ある。河内潟の東岸に臨む弥生時代の拠点集落である。今回の調査地′点は遺跡の最も東側にあたり、

弥生時代中期の遺構・遺物があることを確認 した。

2)平成 11年度の調査成果
コモ田遺跡第 3次立会調査

コモ田遺跡は東大阪市六万寺町・下六万寺町一帯に広がる縄文～古墳時代の遺跡である。第 1次調

査は昭和 61年に立会調査として実施され、弥生時代後期の上器や古墳時代の須恵器・土師器が出土し

ている。今回の調査で古墳時代の井戸・ピットを確認した。遺構の広がりから遺跡が南に拡張した。

和泉遺跡第 1次発掘調査

和泉遺跡は東大阪市中石切町・布市町一帯に広がる弥生時代の遺跡である。当遺跡は本格的な調査

が行なわれていなかつたため、実態が不明な点の多い遺跡であつた。今回、当遺跡での初めての調査

となつた。新たに布留式期の遺構を確認した。

3)平成 12年度の調査成果
西ノ辻遺跡第 43次発掘調査

西ノ辻遺跡は東大阪市西石切・弥生町 。東山町・宝町 。南荘町一帯に広がる縄文時代～中世期の遺

跡である。当遺跡は昭和 16・ 17年に大阪府史蹟調査会によつて発掘調査が行われ、のち京都大学の小

林行雄氏により弥生時代後期の標式遺跡となつた。今回の調査で弥生時代中期～中世期の遺構・遺物

を確認した。弥生時代は中期と後期の遺構があり、竪穴住居 。井戸・土坑・ピットを検出した。奈良

時代末～平安時代の遺構には井戸。土坑・ピットなどがある。法通寺跡に関連する遺構と考えられる。

4)平成 13年度の調査成果
弧塚遺跡第 3次立会調査

孤塚遺跡は東大阪市喜里川町 。鳥居町・出雲井本町一帯に広がる古墳時代の遺跡である。今回の調

査で円筒埴輪・ガラス製小玉が出上した。

馬場川遺跡第 12次立会調査

馬場サ|1遺跡は東大阪市横小路町一帯に広がる縄文時代～古墳時代の遺跡である。とくに、滋養文時

代後期末～晩期前半の標式遺跡として知られている。今回の調査で縄文時代晩期～古代の遺物包含層

を確認。縄文時代晩期の遺物包含層の遺存状態は良好な状態で、人骨も確認した。周辺での調査成果

から縄文時代晩期の墓域が広がると考えられる。

桜井古墳群第 2次立会調査

桜井古墳群は東大阪市六万寺町～上六万寺町一帯に広がる古墳群である。1号墳では無袖の横穴式

石室が検出された。今回の調査地′点は遺跡外で、6世紀後半の須恵器を採集した。遺跡が北へ伸び、

古墳が存在する可能性がある。



平成 10～ 13年度埋蔵文化財の調査一覧表

届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調 査 調査期間 調査結果

1 9‐ 354
T-108
協 9‐H

鬼虎川

遺跡

平成 9年度公共下水道

第 1工区菅きょ築造工事
弥生町 1319 発掘

10916

10921

平成 10年度報告
第 45次調査
弥生時代

中期の溝・ピット

弥生土器・土製品が出土

2 9‐ 459 鬼塚遺跡
平成 9年度公共下水道

第 24工区菅きょ築造工事
南荘町
132-133

△
ム
エ立

10823

10129

平成 10年度報告
第 21次調査
中世期

土坑を確認
瓦器・土師器が出土

3 9‐ 554
T“ 159

協 9‐34
五合田

遺跡

平成 9年度公共下水道
第 31工区菅きょ築造工事

末広HT713～725

御幸町 715～

末広町 846
立会

1092

10119

平成 10年度報告

第 3次調査
縄文～古墳時代

遺構は未確認

縄文土器・弥生土器 。土師

器・須恵器・韓式系土器・

製塩土器などが出土

4 10‐ 153
下‐40

協を9‐ 43
孤塚遺跡

平成 9年度公共下水道
第 46工区菅きよ築造工事

鳥居町 353～

出雲井本町
323

立会

10728

10102

平成 10年度報告
第 2次調査
中世期
遺構は未確認

瓦器・土師器・銭貨が出土

5
下‐131

,秘 10‐ 21
段上遺跡

平成 10年度公共下水道

第 10工区菅きょ築造工事
下六万 寺 町

3丁 目
立 会

11216

1146

平成 11年度報告
第 9次調査
弥生～古墳時代

古墳時代の溝を確認

弥生土器・土師器・須恵器

が出土

6
下‐131

協 10‐ 21

下六万寺

遺跡

平成 10年度公共下水道

第 10工区菅きよ築造工事

下六万寺 町

3丁 目
立会

11216

1146

平成 ■年度報告

第4次調査
弥生～古墳時代

遺構は未確認

弥生土器・土師器・須忘

器・土錘が出土

7 10‐ 524
下 10‐ 43

(】ヒ)
鬼塚遺跡

平成 10年度公共下水道

第 26工区菅きょ築造工事
宝 町 立会

1147

11521

平成 ■年度報告

弥生時代～古代

遺構は未確認

弥生土器・上師器・須恵器

10‐541 下 10‐ 44 神並遺跡
平成 10年度公共下水道

第 18工区菅きょ築造工事

西石切 町

1丁 目
立会

1145

1168

平成 11年度報告
第 24次調査

古代～中世期

遺構は未確認

瓦器・須恵器・土師器・

黒色土器・輸入陶磁器・瓦・

製塩土器が出土

9 11‐ 122 下設 54 鬼塚遺跡
平成 10年度公共下水道

第 47王区菅きょ築造工事
南荘町～

箱殿町
立会

11329

11420

平成 11年度報告
弥生～古墳時代

遺構は未確認

弥生土器・土師器

11‐ 127 下設 49
山畑

古墳群

平成 10年度公共下水道

第 38工区菅きょ築造工事
上四条町 立会

1157

11712

平成 11年度報告
弥生時代～中世期

遺構は未確認
弥生土器・土師器が出土

129 下設 46
楽音寺

遺跡

平成 10年度公共下水道

第 29工区菅きょ築造工事

横 小路 町

4丁 目 立会

11414

11520

平成 ■年度報告

古墳時代～中世期

遺構は未確認

須恵器・上師器が出土

11‐ 169 下設 74 河内寺跡
平成 10年度公共下水道

第 59工区菅きょ築造工事

河 内町457
～410 立会

11914

111019

平成 ■年度報告

古墳時代～古代

遺構は未確認

須忘器・瓦が出土
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届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調 査 調査期間 調査結果

11‐ 170 F設 67
山畑

古墳群

平成 10年度公共下水道
第 37工区菅きょ築造工事

四条 町

513-441
立会

1191

111022

平成 ■年度報告

古墳時代

遺構は未確認

須恵器

11‐ 173 下設‐69 和泉遺跡
平成 10年度公共下水道

第 58工区菅きょ築造工事

中石切 町

5T「 目7898-
2913

発掘

111018

111019

平成 ■年度報告

第 1次調査
古墳時代
土坑を確認
土師器が出土

11‐ 293 下整 34
下六万寺

遺跡

平成 10年度公共下水道

第306工区菅きょ築造工事
下六万寺 町

3丁 目
立会

11621

1191

平成 ■年度報告

第 5次調査
弥生～古墳時代

遺構は未確認

弥生土器・土師器・須恵器
が出土

11‐322 下整 218 植附遺跡
平成 10年度公共下水道

第 301工区菅きょ築造工事
中石切 町

3丁 目
立会

1168

11101

平成 ■年度報告

弥生～古墳時代

遺構は未確認

弥生土器・土師器・須恵

器・韓式系土器・製塩土器
が出土

11‐ 406 協 ■
鬼虎川

遺跡

平成 10年度公共下水道
第 61工区菅きょ築造工事

弥生町 発 掘

1183

111220

平成 11年度報告
第 50次調査
縄文～弥生時代

弥生時代の清・土坑・ピン

トを確認

縄文土器・弥生土器・石器

が出土

11‐ 410 顎傷10‐ 61
楽音寺

遺跡

平成 10年度公共下水道

第 63工区菅きょ築造工事
横小路 町

5丁 目
立会

1183

111226

平成 11年度報告
第4次調査
弥生～古墳時代

遺構は未確認

弥生土器・土師器が出土

11‐416 協 11‐67
馬場)I

遺跡

平成 10年度公共下水道

第 78工区菅きょ築造工事
横小路 町

4丁 目
立会

11823

12222

平成 12年度報告
第 11次調査
縄文～弥生時代

遺構は未確認

縄文土器・弥生土器・土製

品 。人骨が出土

11‐499
下設 129

協 11‐ 54
鬼塚遺助

平成 10年度公共下水道

第 77工区菅きょ築造工事
南荘町～

新町
立会

111115

12420

平成 12年度報告
第 24次調査
弥生～古墳時代
ピットを確認

弥生土器・土師器・須恵器
が出土

11‐ 501
下設 127

協 11‐ 22
鬼虎川

遺跡

平成 10年度公共下水道

第 69工区菅きょ築造工事
西石切 町

4～ 5丁目
発 掘

1216

12131

平成 12年度報告
第 51次調査
古代～近世期

遺構は未確認

陶器・瓦が出土

11-657
下設 171

協 ll‐ 14
鬼塚遺跡

平成 10年度公共下水道
第 68工区菅きょ築造工事

立花町 立会

111125

1216

平成 12年度報告

第 25次調査
弥生時代～中世期

遺構は未確認

弥生土器・土師器・瓦器が

出土

11‐ 691
下設 177

協る11‐47
神並遺跡

平成 11年度公共下水道

第 20■区菅きょ築造工事
東山町 立会

12313

12515

平成 12年度報告
第 28次調査
古墳時代

遺構は未確認

須忘器・土師器が出土

12‐ 134
下設 37

協 11‐ 66
半堂遺跡

平成■年度公共下水道

第 27工区菅きょ築造工事

下六万寺町

1丁 目～

横小路町

1・ 2丁 目

立会

12412

1262

平成 12年度報告

第 2次調査
弥生時代～中世期

遺構は未確認

弥生上器・須忘器・土師

器・瓦器・埴輪が出土

44



届出番号 下水番号 遺跡名 届出の工事名称 調査場所 調査 調査期間 調査結果

12‐ 171
下設 53

協 11-25
鬼塚遺跡

平成 ■ 年度公共下水道

第 41工区青きよ築造工事
南荘町 立会

121026

121218

平成 12年度報告
中世期

遺構は未確認

土師器・瓦器が出土

12‐ 172
下設 54

協 11‐ 41

芝ヶ丘

遺跡

平成 11年度公共下水道

第 43工区菅きょ築造工事

日下 町 3丁目、
中石切 町

4丁 目
立会

12727

12106

平成 12年度報告

第 10次調査
縄文～古墳時代
遺構は未確認

縄文土器・弥生土器・須恵

器・土師器が出上

12‐ 177
下設 46

協 11‐64
上六万寺

遺跡

平成 ■年度公共下水道

第 28工区菅きょ築造工事
四条町 立会

12712

1281

平成 12年度報告
第 5次調査

古墳時代～中世期

遺構は未確認

須忘器・土師器・瓦器が

出土

12‐ 180
下設 49

協 11‐ 49
鬼塚遺跡

平成 ■年度公共下水道

第 29工区菅きょ築造工事
立花町 立 会

12925

121013

平成 12年度報告
第 26次調査
古墳時代～中世期

遺構は未確認

須恵器・土師器・黒色土

器・瓦器が出土

12‐279 下建 107
西ノ辻

遺跡

平成 11年度公共下水道

第■‐1工区菅きょ築造工事
弥生町、

東山町
発掘

1259

121018

平成 12年度報告
第 43次調査
縄文時代～中世期

弥生時代の竪穴住居や古

代の井戸などを確認

弥生時代～古代の遺物が

多量出土

12‐665
下事 64

協 12-8

芝ヶ丘

遺跡

平成 11年度公共下水道

第 1‐ 51区 菅きょ築造工事
中石切 町

2-4丁 目
立会

1319

13220

平成 13年度報告

第 ■次調査

弥生時代～中世期

遺構は未確認

弥生土器・土師器・須恵

器・韓式系土器・製塩土

器・黒色土器・瓦器

12‐ 666
下事 63

協 12‐ 7
河内寺跡

平成 12年度公共下水道
第 5工区菅きょ築造工事

本町、河 内町 立会

13511

13626

平成 13年度報告
第 9次調査
弥生時代～中世期

遺構は未確認

弥生土器・土師器・須恵
器・瓦器・瓦

12‐ 669
下事 62

追カロ
孤塚遺跡

平成 12年度公共下水道
第 202工区菅きょ築造工事

喜里川町 立会

1331

133 19

平成 13年度報告
第 3次調査

古墳時代～中世期

遺構は未確認
土師器・埴輸・ガラス製小
玉が出土

13‐ 38 下事 21
馬場川

遺跡

平成 12年度公共下水道
第20工区菅きょ築造工事

横小路町

3丁 目
立会

1351

131012

平成 13年度報告
第 12次調査
縄文時代～古代

遺構は未確認

縄文土器・弥生土器・土師

器・須恵器・石製品・瓦が
出+

13‐ 59 下事 36 岩田遺跡
平成 12年度公共下水道
第 48工区菅きよ築造工事

岩 田町

5丁 目
立会

1371

13925

平成 13年度報告
第 2次調査
中世期

井戸・土坑を確認
土師器・瓦器が出土

13‐ 61 下事 38 船山遺跡
平成 12年度公共下水道

第 26工区菅きょ築造工事
六万寺町

3丁 目
立会

13319

13621

平成 13年度報告

第 5次調査
縄文時代～中世期

中世期の木樋・ピットを

確認

縄文土器・弥生土器・土師

器・須恵器 。韓式系土器・

瓦器・瓦が出土

45



届出番号 千本番号 鑢 1届出9■事名称 1 言伊資II室 II場房}       万)       「 罐 調期 間 調査結果

86 13■63 下事 101 韓勘
平成12年騨 下水道
第IS I区 菅きよ桑造正募

慕 山W
9r7ヤ■10確、
商 ―～1248

蜂

Han

1311■お

平成13守度締
第46艤
1理攀 輩 キ

'押
嘲

雄盤璃繁篭基
器
―
主欝 出主

87 13・226 下事 129 鍮 麟鰹鑓轟
|六万寺1町
■すH
949～ 10W

立会

13.■lT

13_11.1

!韮読13壽綾鋭告
第2珠調査|

螂
1麟鞠
1無紳 離

38 131295 下事二船
上大方寺―
遼跡

平成12!年度公共下水道
第29■区葺きI築造工事

上六|万 t HT
1394-1040.

蜂

市れ.17.

410112

IⅧ 告

1弥生時於計市醐
中世期め構を確認

警生土器
‐須恵器・■m

器 ,見が出土

39 13・356 可
載
ヨ著

―

183 河内寺跡 平成124FE/AN共千本道
第471E菅き華鰈軍事

コ内W
669-635 立会

1311030

13.li勢

平成13年度霧告
策m珠罐
古代～■世朗
鞘 認
瓦器・土師器・貫が出士

40 13・453 帯 219‐ 蜘
平成13年度公共下永遣
第 9‐工産書きェ禁造

=事

六ガ寺
―
灯

B―丁目
立会

13.425

131HX17

平成第|千麟 告
第 16珠鸞

…
鶴 ・ 鰯 ・ .瑞 ・

韓式系上器が出主―
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